
巻頭図版１

浄禅寺跡遺跡第２７地点２号住居跡

（上） 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９遺物出土状況
（左上）浄禅寺跡遺跡第２７地点２号住居跡炉出土状況
（左下）浄禅寺跡遺跡第２７地点出土土器



藤波啓容、堀井宏悦、堀善之、松本富雄、水村孝行、柳井章宏、和田晋治、埼玉県市町村支援部生涯学習文化財課、

ふじみ野市立大井郷土資料館、（株）東京航業研究所、（株）ふじみ野リゾート、（株）堀井不動産、（有）文化財COM、

（有）アルケリサーチ

７．発掘調査ならびに整理作業参加者は下記の皆様である。記して厚く感謝の意を表したい。（敬称略）

〈発掘調査参加者〉新井和枝、飯塚泰子、井川弘、壹岐ヒサ子、井上晴江、井上麻美子、宇佐美弘澄、臼井孝、内田潔、

遠藤忠志、大久保明子、大曽根キク子、長田弘毅、小田静夫、小野沢保孝、金子君子、菊口繁子、小林こずい、

西城満期子、佐久間ひろ子、篠崎忠三、鈴木勝弘、関田成美、高貝しづ子、滝沢久嘉、戸澤竹二、富寺佐代子、

中村正、沼澤岩男、野岡由紀子、比嘉洋子、福田美枝子、増沢勝実、宮崎達夫、吉田寛、若林紀美代。

〈整理作業参加者〉青山奈保美、石垣ゆき子、伊藤綾那、大久保明子、片岡滉貴、小林登喜江、坂井明、島貫雅子、

須藤さち子、鈴木千恵子、高橋けい子、丹治つや子、寺井美和子、中田藤子、山口妙子、松島淳子。

凡 例

１．本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

（１）縮尺は原則として次のとおりである。

遺構配置図 １：３００ 遺構平面図・遺物出土状況図 １：６０、１：３０ 炉などの詳細図 １：３０

土器実測図・土器拓影図 １：４ 石器実測図 １：３、２：３ 銭貨 １：１

（２）遺構断面図の水糸高は海抜高を示す。明記していないものは同図版中の前遺構の海抜高に同じ。

（３）遺構図における screen-tone の指示、遺物出土状況のドットの指示。

撹乱 地山（ロ－ム） 焼土

土器 ● 石器★ 黒曜石・チャート 礫○

（４）土器断面図は、「 」が繊維含有、●が雲母粒を含有する縄文土器を表わしている。

（５）縄文土器実測図における screen-tone の指示。

地文縄文 撚糸文

（６）土器・陶磁器実測図の中心線が破線の場合は、１８０度回転させて復元実測したことを示す。

２．住居跡名は、遺跡内の通し番号である。整理作業時に遺構名称を変更したものについては、新旧の名称を表等に記し

ている。

３．本報告にかかる出土品及び記録図面・写真等は一括してふじみ野市教育委員会生涯学習課に保管してある。
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第２表 ２００５（平成１７）年度旧大井町地域内埋蔵文化財調査一覧表

遺跡・地点名 申請地住所
調査面積
（�）

開発面積
（�） 原因

試掘調査期間
調査措置

（本調査期間）
１ 鶴ヶ岡外遺跡第３地点 亀久保１６７６－２７ ２５ １６０ 鉄塔建設２００５．１０．２５～２６ 試掘調査
２ 鶴ヶ岡遺跡第４地点 大井鶴ヶ岡３丁目１８－１・１２，２３‐３，２６‐６ １７５ １７４２ 店 舗 ２００５．５．１２ 工事立会後、試掘調査
３ 亀居遺跡第５８地点 亀久保２丁目９７５－１９・２４ ８ ７９ 個人住宅２００５．４．１８ 試掘調査

４ 亀居遺跡第５９地点 亀久保２－１０－５ ２５８ １，０７３ 共同住宅
２００５．８．３～３１ 試掘調査、

本調査（２００５．９．１～１６）
５ 亀居遺跡第６０地点 亀久保２－１７－７ ５２ ２９３ 個人住宅２００５．１０．２６～２７ 試掘調査

６ 鶴ヶ舞遺跡第８地点 鶴ヶ舞１－６９－４６～５１，６１～６６ ２３６ １，０８７ 分譲住宅
２００５．７．１１～８．１１ 試掘調査、

本調査（２００５．８．２４）
７ 鶴ヶ舞遺跡第９地点 鶴ヶ舞１－１６－５ ２３ １０４ 共同住宅２００５．１１．１ 試掘調査

８ 江川南遺跡第２０地点 東久保１－１８３－５ ２３７ ９５１ 宅地造成
２００５．８．１～１２ 試掘調査、

本調査（２００５．８．１８～９．１０）
９ 江川東遺跡第１０地点 東久保１－１７４－１・３６ ２６７ ８８１ 分譲住宅２００５．１０．１３～２４ 試掘調査
１０ 東久保遺跡第６３地点 ふじみ野２－５－１０・１２ ２３ １０５ 個人住宅２００６．２．１ 試掘調査
１１ 東中学校西遺跡第２３地点 ふじみ野４－１－６の一部 ２８８ ９２６ 店舗 ２００５．５．２４～３０ 試掘調査

１２ 東中学校西遺跡第２４地点 ふじみ野３－９－５ １９４ １，４２５ 店舗
２００５．６．２０～７．７ 試掘調査、

本調査（２００５．７．１１～１３）
１３ 東中学校西遺跡第２５地点 ふじみ野１－１－９・１０ １５１ ６０４ 分譲住宅２００５．６．２８～７．２ 試掘調査
１４ 東中学校西遺跡第２６地点 ふじみ野３－１０－８～１１ １４７ １，０６０ 音楽教室２００６．１．５～１０ 試掘調査
１５ 東中学校西遺跡第２７地点 ふじみ野３－１０－３の一部，－４ １４ １２０ 個人住宅２００６．１．１１ 試掘調査

１６ 西ノ原遺跡第５１地点 うれし野２－１‐Ⅸ ６００ １１８９ 店舗
１９９１．２．４～１２

本調査
（２００５．４．１１～４．２５）

１７ 西ノ原遺跡第１３２地点 苗間１－１５－１７ １００ ２７２
店舗併用
共同住宅

２００５．７．２８～８．２ 試掘調査、
本調査（２００５．８．３～１１）

１８ 西ノ原遺跡第１３３地点 旭１－８－８ ４８ １７６ 個人住宅２００５．１０．１１～１２ 試掘調査
１９ 西ノ原遺跡第１３４地点 旭１－１３－８ ４３ ３４８ 店舗 ２００５．１０．６～１１ 試掘調査

２０ 西ノ原遺跡第１３５地点 うれし野１－２２６－１ １，１４７ ３，３４１
店舗併用
集合住宅

２００６．３．１４～４．２８
試掘調査

（２００６．５）
２１ 中沢前遺跡第２６地点 苗間１－１１－１３ ５４ １７０ 分譲住宅２００５．１１．３～１２．１ 試掘調査

２２ 神明後遺跡第２６地点
大井苗間字神明後３０１，
３０３－３～５，３０４－１，３０３－７

６２ ６８９ 分譲住宅
２００５．６．１～８ 試掘調査、

本調査（２００５．６．１５～３０）

２３ 神明後遺跡第２７地点 苗間２４８－２，２４９－１ ６２ ３８５ 共同住宅
２００５．７．２０～２５ 試掘調査、

本調査（２００５．７．２７・２９）

２４ 苗間東久保遺跡第２４地点 苗間東久保６３７－１、６３７－２８ ５１５ ５６１ 分譲住宅
２００６．３．７～４．１４ 試掘調査、

本調査（２００６．４．１０～２８）
２５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３４２－２の一部 ６４ １１７ 道路築造２００６．１．１１～１２ 試掘調査

２６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点 苗間神明後３５４－２ ２２４ ６９６ 分譲住宅
２００５．１２．１～２６、
２００６．１．１３～２２

試掘調査、
本調査

（２００６．１．２３～２．２２）
２７ 大井氏館跡遺跡第１９地点 大井１－６－１３ ４ １，５００ 個人住宅２００５．６．７～８ 試掘調査
２８ 大井氏館跡遺跡第２０地点 大井１－７－７ ２７９ ７７３ 共同住宅２００６．３．２～１４ 試掘調査
２９ 本村遺跡第１１３地点 市沢２－２－３ ２７ １６２ 個人住宅２００５．５．９～１０ 試掘調査
３０ 本村遺跡第１１４地点 市沢３－２－１・１２ １２９ ８８７ 分譲住宅２００５．１０．２１～２８ 試掘調査

３１ 本村遺跡第１１５地点 市沢２－１０－６ １７０ ５７３ 分譲住宅

２００５．１１．２１～
２００６．１．３１ 試掘調査、

本調査（２００５．１２．１９～
２００６．２．２）

３２ 本村遺跡第１１６地点 市沢２－１０－４の一部 ９ １６８ 個人住宅２００６．１．１７ 試掘調査
３３ 本村遺跡第１１７地点 大井２－１１－４・６ １，４８７ １，５８２ 店舗 ２００６．３．２２～４．１４ 試掘調査
３４ 西台遺跡第６地点 西台８９１－５ ６８ ２８３ 分譲住宅２００５．６．２４～２８ 試掘調査
３５ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１５

１０９

２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３６ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１２ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３７ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－７，９，１ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３８ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－８，１０ ２３３ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
３９ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－６ ２００ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査
４０ 東台遺跡第４４地点 東台６６４－１４ ２２５ 個人住宅２００５．１２．８～２８ 試掘調査

合計 ７，２９９ ２５，７４０

2 第１章 遺跡と調査の概要



第１４章 浄禅寺跡遺跡の調査

Ⅰ 遺跡の立地と環境

浄禅寺跡遺跡は、東武東上線ふじみ野駅の東約６００

m、浄禅寺川の湧水地南側から右岸の台地上に位置す

る。標高１２～１４mで現谷底との比高差は２mを測る。

浄禅寺川はさかい川と砂川堀の間を東流し、さかい川

に合流する。さかい川はやがて砂川堀に合流して新河

岸川へと注ぐ。

周辺の遺跡は北西に神明後遺跡、北側に苗間東久保

遺跡が隣接する。本遺跡は１９８９年に苗間東久保遺跡の

一部を浄禅寺川を境に分割して登録した。

遺跡周辺は早々に市街化が進み、残された畑地も周

辺の区画整理の影響で開発が増加している。

２００６年１２月現在２８ヶ所で試掘調査及び発掘調査が行

われ、縄文時代早期の炉穴多数、前期住居跡１軒、中

期住居跡１軒、中・近世の薬研状の堀や、遺跡名の由

来である浄禅寺墓域から土壙墓１５７基、一字一石経約

７６，０００点が出土している。旧苗間村の浄禅寺は江戸時

代に建立されたが、幕末に焼失して以来再建されてい

ない。

Ⅱ 浄禅寺跡遺跡第２７地点

（１）調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、土地所有者より

２００５年１１月２９日付で「埋蔵文化財事前協議書」がふじ

み野市教育委員会に提出された。申請地は遺跡の中央

部に位置し、隣接地で縄文時代の遺構が確認されてい

るため、申請者と協議の結果、遺構・遺物確認の試掘

調査を実施した。

試掘調査は２００５年１２月１日から翌年１月２３日まで

行った。幅約２mのトレンチ６本を設定し、重機で

表土除去後、人力による表面精査を行った結果、遺構

らしきプランを多数確認した。試掘調査の途中で、本

調査が避けられない状況となり、本調査の予算と調査

期間を算出するため、試掘調査の範囲をほぼ全面に広

げた。原因者と再協議の結果、開発の変更ができないた

め、原因者負担による本調査を実施することになった。

本調査は２００６年１月２３日から２月２２日まで、ふじみ

野市教育委員会が行った。（第Ⅱ部 第２章 浄禅寺

跡遺跡第２７地点の調査参照。）

第３４図 浄禅寺跡遺跡の地形と調査区（１／４，０００）
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地点 調査年面 積
（�） 調査原因 確認された遺構と遺物 所収報告書

１ １９７９ ６０５ 共同住宅 苗間東久保１地点として報告、炉穴１０、土坑１４、縄文早期後
半・中期土器 東部遺跡群Ⅰ

２ １９８２ ３９６ 共同住宅 苗間東久保７地点として報告、遺構無し、磨耗縄文土器 東部遺跡群Ⅲ

３ １９８４ ３２０ 共同住宅 苗間東久保１２地点を浄禅寺跡３地点に変更、遺構なし、縄文
中期末土器 未報告

４ １９８９ １５０ 開発予定地 炉穴１０、土坑７、ピット１４、縄文早期後半・前・中期土器 東部遺跡群Ⅹ

５ １９９１ １００ 個人住宅 遺構なし、縄文前期・中期土器片 町内遺跡群Ⅰ

６ １９９１ ８２６ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群Ⅰ

７ １９９２ ８３１ 共同住宅 炉穴８、井戸３、堀３、縄文草～中期土器 調査会報告５集

８ １９９４ ６１５ 宅地分譲 落し穴、根切溝 町内遺跡群Ⅳ

９ １９９４ １，２６６ 農地改良 土坑、溝、縄文土器・磁器 町内遺跡群Ⅳ

１０ １９９４ ９９９ 宅地分譲 近世土壙墓１５７基、一字一石経埋納土坑、近世陶磁器・銭貨他 調査会報告１２集

１１ １９９５ ５７２ 道路 近世陶磁器他 町内遺跡群Ⅳ

１２ １９９５ １４０ 個人住宅 屋外炉、遺物集中３、ピット１６、溝５、縄文中期土器 町内遺跡群Ⅴ

１３ １９９６ １０１ 個人住宅 土坑１３、ピット１１、井戸１、溝２、縄文草～後期土器他 町内遺跡群Ⅴ

１４ １９９６ ２，１７８ 個人住宅 礫群３、落し穴１、溝４、ピット２５１、旧石器・縄文土器・
陶磁器 町内遺跡群Ⅵ

１５ １９９６ ４９４ 分譲住宅 炉穴７ 町内遺跡群Ⅵ

１６ １９９７ ２９１ 個人住宅 縄文住居跡１、炉穴１４、ピット６１、土坑１６、溝４、縄文早期
後半・前期・中期土器 町内遺跡群Ⅶ

１７ １９９８ ８７７ 個人住宅 遺構なし、縄文早期後半・中期後半土器 町内遺跡群Ⅷ

１８ １９９９ ５９９ 個人住宅 炉穴８、集石土坑３、土坑１３、ピット２７、溝、縄文後期土器
・土師器 町内遺跡群Ⅸ

１９ １９９９ ７０３ 分譲住宅 調査会報告１７集

２０ ２００１ ２２３ 倉庫 遺構なし、近世磁器 町内遺跡群�

２１ ２００１ １８２ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

２２ ２００２ ９３５ 分譲住宅 土坑１、ピット４、溝、遺物なし 町内遺跡群�

２３ ２００３ １００ 個人住宅 ピット２、溝、遺物なし 町内遺跡群�

２４ ２００４ ３９１ 個人住宅 遺構・遺物なし 町内遺跡群�

２５ ２００４ ７２１ 共同住宅 ピット２ 町内遺跡群�

２６ ２００５ ２１６ 分譲住宅 縄文住居跡１、集石、土坑、ピット２、縄文中期土器 町内遺跡群�

２７ ２００６ ６９６ 分譲住宅 縄文住居跡１、炉穴１５、埋甕２、土坑１１７、ピット１２７、溝１ 市内遺跡群２

第１６表 浄禅寺跡遺跡調査一覧表

49Ⅱ 浄禅寺跡遺跡第２７地点



（２）遺物

�炉穴出土土器（第３６図）

１と２は炉穴２出土で、撚糸文をもち胎土に白色砂

粒と白色軟質物資を含む。３と４は地文縄文で胎土は

１に近い。５はソーメン状山形粘土が貼られ、半截竹

管の内側による押引きが見られ、器厚は薄く胎土に白

色軟質物質が含まれる中期前半のもの。６は磨消し帯

に刺突を加える称名寺式である。５と６は攪乱による

流れ込みとみられる。７～９は炉穴３出土である。７

は口縁部、８は波状痕をもち、９の底部は２次被熱著

しいが胎土に繊維を含む。１０と１１は炉穴５出土で、１０

は縄文を地文とし、１１は無文土器片である。１２は炉穴

７出土で、側面調整を加え土製円板であろうか。１３は

炉穴１１出土の口縁部の小片である。１４は炉穴１２出土で

磨滅著しい。１５と１６は炉穴出土で、１５は木口状工具に

よる細沈線文土器の口縁部である。１６は無文で中期で

あろう。

炉穴２の土器は早期前半と言えるが、他の炉穴の時

期は特定し難い。

�土坑出土土器（第３６・３７図）

１７と１８は土坑１出土で、１７は地文撚糸文で胎土に白

色軟物質と植物繊維を含む。１８は刻目をもつ隆帯の楕

円形区画内に蓮華文をもつ勝坂Ⅲ式。

１９と２０は土坑２出土で共に胎土に石英と金雲母を含

む。共に地文縄文で２０は沈線文を施す。

２１～２４は土坑４出土で、２１は条痕文、２２は撚糸文の

口縁部、２３は地文縄文、２４は擦痕文を施す。

２５と２６は土坑５出土で２５には沈線文、２６には表裏に

条痕文を施す。

２７は土坑７出土の地文撚糸文で、補修孔をもつ。

２８～３４は土坑１０出土で、２８と３０は早期の撚文胴部片

で３０の胎土には繊維を含む。３１は地文縄文に沈線と磨

消懸垂文をもつ加曽利 EⅡ式。３４は「８」字状隆帯

と沈線をもつ堀之内式のもの。３２は底部から胴部にか

けて開く。３３は口唇部が逆「く」の字状に屈折し沈線

で「J」字文を描く称名寺式。

第３５図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構配置図（１／３００）
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３５～７３は土坑２０出土で、３５・３７は表裏共に条痕文を

もつ早期後半のもの。３６は地文縄文、３８は撚糸文で突

と沈線での共通性をもつ。

ある。４０は地文縄文で中期か。４１は無節縄文に弧状に

磨消しを施す。４２～５６は太い沈線で「J」字や「Z」字

状文をつくり地文を持たない。５２は磨消し内に刺突を

加える。４２～５５は称名寺新式である。５６は浅鉢、５９は

深鉢底部である。５８～６２は粗製土器。６３は口縁下の隆

帯に刻目を入れる。６０と６４は頸部に「８」字状連結を

貼付ける。６５は口縁部に沈線で楕円形区画をつくる。

６７と６８は波状口縁の深鉢で、口唇部に円形刺・沈線文

を施し、６８は撫で整形が著しい。６９は側面調整著しい

土製円板である。７０は無文胴部片、７１は微隆帯に沈線

と円形刺突を施し磨き調整のある薄手土器片である。

７２は土坑２１出土で、太い沈線で山形文をつくり、磨

消しを施す称名寺式か。７３～７５は土坑２４出土で、７３は

条痕文で胎土に繊維を含む。７４と７５は同一個体の深鉢

で、口縁上部に縄を施した後２本の沈線をめぐらす。

頚部無文帯の下に３本の沈線をめぐらし、胴部にも沈

線文を施す。胎土に白色軟物質と石英を含む。五領ケ

台式の可能性が高い。

７６～９４は土坑２８出土で、７６は撚糸文の口縁部片。７７

～８５は地文縄文の胴部片で、７７と７８は隆帯、７９と８０は

磨消の懸垂文をもち、８２はこの類の地文のみである。

８３と８４は無文の口縁をもつ深鉢で、口縁と地文縄文の

胴部の間に８３は微隆帯、８４は太い隆帯を入れる。８５は

斜位の弧状磨消しをもち、８６は沈線と幅広磨消しを施

す。８７と８９は厚手の無文浅鉢。８９と９０は地文縄文に沈

線をめぐらす。９１は沈線のみ、９２は小形粗製の無文口

縁。９３は沈線間に列点文を入れ、隆帯で区画を施す。

撫で整形が著しい浅鉢で堀之内式である。９４は無文の

小型浅鉢土器片である。

�ピット出土土器（第３７図）

９５はピット５出土の尖底深鉢の口縁部片で撚糸文を

施す。９６はピット３３出土で胎土に植物繊維を含む条痕

文を施す。

９７～９９はピット４４出土である。９７と９８は同一個体の

深鉢で、地文縄文に沈線で蕨手文と蛇行懸垂文が描か

れる。堀之内Ⅰ式。

�遺構外出土土器

１～２４は早期前半の撚糸文系土器群の口縁部であ

る。

１は口縁部に斜位に撚糸文を施す。２～４は口縁部

に狭い無文部をもち、５・６や１７～２０は撚糸文単一の

文様帯である。４～１４のように密なものと、条間があ

くものがある。１５は底近くで１６は砲弾型の尖底であ

る。胎土には微細な石英や微砂粒を含み焼成良好で赤

褐色を呈する。１～１６は夏島式に、１７～２４は稲荷台式

といえる。２５はゆるやかに外反する口縁部は角頭状で

胎土に微砂粒を多く含み、太い沈線を入れる田戸下層

式か。２６～３１は貝殻条痕文をもち、３２・３３・３５・３８は

撚糸文、４０～４４は繊維押圧痕が著しい。４７～４９・５１は

縄文、５０・５２・５３は撚糸文。５４は羽状縄文に沈線文を

もつ。５５は側面調の土製円板。５６は撚糸文、５７は隆帯

文に刻目と押引沈線を多用し胎土に金雲母を多く含

む。５８と５９は集合沈線を多用する。６０～６２は地文縄文

で、６２は結束縄文をもつ。６３は筒形深鉢で羽状縄文の

地文に深い沈線が入る。５７～６３は中期初頭の五領ケ台

式。６５は一列の角押文で、６６はヒダ状指頭圧痕文をも

つ阿玉台Ⅰ b式。６７は隆帯ぞいに１列の角押文をもつ

狢沢式。６８は押引きによる波状文、６９は押引き沈線列

をもち、７０～７１・７４は無文、７２は半隆帯文、７３は隆帯

ぞいに角押文をもつ、７４は隆帯に連続爪形文をもつ。

７９と８０は底板に網代痕を明瞭に残す。８１は地文縄文の

みの胴部片で、８２には頸部無文帯が残る。８３と８４は地

文複節縄文に磨消懸垂文がある。８２は加曽利 EⅠ新

式。８３と８４は加曽利 EⅡ式。

８５は口縁下に列点文をもち、広い磨消に太い沈線で

J字文を描く。８６～８９は縄文を地文として広く磨消

す。９０～９４は太い沈線でスペード形をつくる。９５は磨

消しの内部を刺突する。９６は口唇上面に沈線と刺突を

加える。９７は太い隆帯に刻目をもち沈線と刺突を加え

る。８５～１００は称名寺式新相。１０１と１０２は同巧の深鉢

で無文口縁下の２本の沈線上の貼付隆帯に刺突し、胴

部は地文縄文の上に蛇状沈線を垂下させる。これらは

典型的な堀之内Ⅰ式である。１０３～１０６は太い沈線と刺

突を伴う類。１０７は無文部片、１０８～１１７は堀之内式の

口縁部であるが、口縁の列点文・「８」字形隆帯・口

唇の刺

１１８～１２０は沈線文の区画内に縄文と磨消しを施す。
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第３６図 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴・土坑出土土器（１／４）
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１２１は沈線文と磨消しに列点状の刺突を施す。１２２は沈

線文に磨消し文、１２３・１２４は無文の底部から胴下部に

かけてで、同一個体とみられる。１２５は木口状工具に

よる格子状沈線文を施す。１２７・１２８は地文縄文に蛇状

沈線文を施す。１１８～１２８は後期前半のものである。

第３７図 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・ピット出土土器（１／４）
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第３８図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土土器�（１／４）
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第３９図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土土器�（１／４）

55Ⅱ 浄禅寺跡遺跡第２７地点



第２章 浄禅寺跡遺跡第２７地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

本調査区は、浄禅寺跡遺跡の中央部に位置する。遺

跡の中央部から北側に浄禅寺川、南側に砂川が流れ馬

の背状に小高い部分である。

周辺部では縄文時代早期から中期にかけての遺構や

遺物が多数確認されている。本調査は２００６年１月２３日

から２２日まで遺構の確認された部分を中心に拡張し調

査を行った。

西側隣地との境界杭を基軸とする４m方眼の区画

を調査区に設定し、東から西へA･B･C～、北から南

へ１・２・３～の番号を付した。

重機による表土除去後、人力による調査を行い、縄

文時代早期の炉穴１５基、縄文時代中期住居跡１軒、屋

外埋甕２基、土坑２６基とピット５５基を検出し、縄文土

器と石器が多数出土した。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）２号住居跡

【位置】今回、本遺跡で初めて縄文時代中期の住居跡

を検出した。これまでに本遺跡では縄文時代前期の住

居跡１軒（１号住居跡）を検出している。１号住居跡

は遺跡の北東部に位置し、今回検出した２号住居跡と

は１７０～１８０m離れている。

【形状・規模】平面はほぼ円形で断面は浅い皿状を呈

する。規模は東西２．６m×南北２．６５m、深さは最深部

で２２�を測る。

【炉】住居跡の中央部に位置する。炉の平面形は楕円

形で、１６個の礫で囲まれた炉の中央部には底部を欠損

する縄文土器を正位に据えた石囲埋甕炉である。

【ピット】ピットは５本検出する。ピット１が深さ３０

�を超えるが、他は３０�以下である。

第６６図 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構配置図（１／３００）
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【遺物出土状況】 覆土層、床面ともに遺物数は極端

に少ない。

【住居時期】石囲埋甕炉出土土器から加曽利 EⅢ期。

（２）炉穴

炉穴は焼土の範囲からみて、１５基を検出した。全て

縄文時代早期に属するものとみられる。

（３）屋外埋甕

縄文時代中期末の屋外埋甕２基を検出した。

【屋外埋甕１】調査区東側に位置し、底部を下にした

正位置の状態で出土した。土坑の平面形態は楕円形で

確認面径９１×６０㎝、底径６７×３８㎝、深さ２６．７㎝である。

【屋外埋甕２】調査区中央部東寄りに位置し、底部を

下にした正位置の状態で出土した。胴部下半から底部

を欠失し、口縁部は耕作による攪乱を受ける。土坑の

平面形態は不明である。確認面径６７×（４５）㎝、底径５０

×（３１）㎝、深さ１４㎝である。土坑の覆土に焼土や炭化

物はほとんどみられないが、土器の胎土は二次被熱に

よるハジケ現象がみられる。土器出土状況と、周辺の

ピット等から住居跡の可能性もある。

（４）土坑・ピット

土坑２６基、ピット５５基を検出し、出土遺物や覆土層

の観察から全て縄文時代のものとみられる。

（５）溝

調査区をほぼ南北方向に延びる。上幅４０～６０㎝、下

幅１８～４０㎝、深さ約１１㎝を測る。近世以降のものとみ

られる。

（６）出土土器

本項でとり上げる土器は主な遺構出土土器で、これ

以外のものは第１４章に掲載した。

【２号住居跡出土遺物】１は２号住居跡の石囲炉内に

埋設された炉体土器の小型深鉢で、胴部下半から底部

を欠損する。口径１４．６㎝、現存部高１１cmである。外

面全面に櫛状工具による条線が施文されているのみ

で、赤褐色を呈し胎土には白色砂粒・橙色粒子・軟質

物質を含む。二次被熱により脆くなっている。時期細

分は困難であるが加曽利 EⅢ式に併行するものであ

ろう。

【屋外埋甕出土土器】２は屋外埋甕１出土で、大きな

欠損部はあるものの、波状口縁の波頭から底部までを

遺存する深鉢で、復元口径２６～２７cm・橋状把手頂か

ら底部までの現存部高４１．５㎝である。２対の橋状把手

と小山状把手を内湾する口縁部に付ける。胴部文様帯

は胴部中央の括れ部分で二段となる。地文縄文を太い

沈線で、上半は楕円形に、下半は長楕円形に近い「∩」

字状に描き、その外側を広く磨消す。４つの把手を基

軸に４単位の文様帯となっている。胎土には白色珪質

物質を多量に、また橙色粒子も含む。整形は上半部の

磨きは入念で暗褐色から茶褐色を呈し、焼成は良好で

ある。加曽利 EⅣ式古相といえる。３は屋外埋甕２

出土で、無文の胴中部破片である。

【土坑出土土器】４・５は土坑１９出土である。４は胴

中部が括れる小型深鉢で胴下部から底部を欠失する。

口縁部内径１０～１１．５㎝、口縁上部が無文で口唇部に円

形把手一つがあり、把手までの現存部高１６㎝である。

地文縄文で胴中央部を境に上下に沈線で大きな波状文

をつくり、上半部は「∩」の区画内を磨消し、下半部

は「∪」の区画内を磨消す。胎土には白色軟質物質を

多く含み黒褐色ないし茶褐色を呈する。外面全体と内

面下半に二被被熱によるハジケ現象が著しい。加曽利

EⅣ式である。

５は胴中部以下を欠く深鉢で、口径２３．６cm・現存

部高１７cmである。口縁部の地文縄文は羽状状に施文

し、胴中部で上・下の文様を逆転させる。上半は「∩」

・下半は「∪」区画内の地文縄文を広く磨消す。胎土

に白色物質・砂粒・橙色粒子を含み焼成良好で灰褐色

を呈する。内面全面に二次被熱によるハジケ現象が著

しい。加曽利 EⅣ式の古相である。

第２６表 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴一覧表 （単位�）

№ 旧№ 平面形態 規模（上端径・底径・深さ） 焼土範囲規模 足場

１ ４ 不明 ９０×（―） ４０×２５ 不明

２ ３ 円形 １２２×９５・１００×８５・１６ ５０×４５ 無

３ ２ 三角形 ２００×１４５・１２０×７０・２７ ９３×５３ ７５×４５

４ １７ ２００×１４５・８４×６８・１４ ２７×１５ ７５×４５

５ １ 楕円形 １４５×８５・４５×４５・２２ ３５×３５ ８０×４７

６ １１ 円形 ８５×７９・７０×６６・２２ ３８×３０ 無

７ １４ 楕円形 ８４×７０・－・７ ３６×４１ 無

８ １５ 楕円形 ６０×（６５）・―・４ ３６×５７ 無

９ １６ 楕円形 ８０×７１・―・１ ５０×４０ 無

１０ １３ 楕円形 ９０×５８・―・５ ４０×４０ 無

１１ １２ 円形 ６３×（５８）・―・５ ５１×４６ 無

１２ ５ 楕円形 ９４×７７・７５×４５・３１ ３１×２６ 無

１３ １７ 楕円形 １０５×７３・９０×６０・２３ ４０×５０ 無

１４ 土坑
１０１ 楕円形 １４２×１００・１２７×９２・３５

５２×４０ 無

１５ ３３×２０ 無

87Ⅱ 遺構と遺物



№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

１ １ 楕円形 １０８～８８ ５７～５４ ６４．３

２ ３ 楕円形 １１３～７８ ９０～５８ ２７．０

３ ５ 楕円形 ９３～５１ ４８～１８ ２４．０

４ ７ 楕円形 １１３～５８ ９８～２４ ２７．０

５ １０ （楕円形） ８５～７５ ３２～２２ ７０．９

６ ２５ 不 明 ９１～（３０） ７５～（１６） ９．４

７ ３６ 円 形 ７４～７１ １４～９ ３２．７

８ ４１ 楕円形 １４７～１０３ １１５～７９ ５５．９

９ ４３ 円 形 １０９～８８ ８３～６８ ３６．７

１０ ３０ 円 形 １３７～１１９ １０３～１０１ ６３．１

１１ １０３ 方 形 １５０×１１８ １３２×１０３ ７６．６

１２ １０２ 円 形 １３２～１２５ １０２～８４ ４２．２

１３ １１２ 方 形 １３５×１１８ １１４×７８ ６９．２

№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

１４ ３１ 楕円形 １２３～８０ ７８～６２ ２８．８

１５ １１１ 円 形 １０６～９６ ８７～７１ ３６．７

１６ １０４ 方 形 ８７×７７ ５５×５４ ３４．５

１７ １０５ 楕円形 １１７～８７ ７２～５８ ５０．０

１８ １０６ 方 形 １０２×７７ ７０×５０ ２９．０

１９ １０７ 楕円形 １２２～８２ ８０～４５ ３９．２

２０ ４４ 円 形 １７３～１６５ １５０～１３３ ５３．８

２１ １１３ （楕円形） （５２）～８９ （３９）～６５ ２０．９

２２ １１５ 楕円形 ８９～６７ ７０～５６ １７．９

２３ １１６ （円 形） ７７～６６ ３２～２２ ２０．９

２４ １１４ 楕円形 １６７～７８ １４８～６１ １２．４

２５ １１７ 楕円形 １２３～５０ １０３～２７ ２２．３

２６ P１１４ 楕円形 １０９～８５ ６０～４５ ２３．１

№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

１ ６０B （円 形） ７６～（２９） ４０～（６） ２５．０

２ ６１ 円 形 ３５～３３ ２０～１８ １７．８

３ ６２ （楕円形） （４６）～３９ ３１～１９ １３．２

４ ６３ 楕円形 ６４～５６ １４～１１ ２８．３

５ ６４ 楕円形 ８２～６１ ６８～３９ １６．３

６ ６５ （楕円形） （４５）～５０ （３５）～３２ １４．２

７ ６６ （楕円形） （５５）～６５ （４１）～４９ １８．４

８ １０８ 円 形 ２７～２５ １５～９ ２０．７

９ １０４ （円 形） （３１）～３１ １６～１２ １７．８

１０ １０５ （円 形） （２１）～３１ ８～７ １６．２

１１ １０７ （楕円形） （１８）～２２ （４）～１０ ２６．２

１２ １０６ （楕円形） ６１～５３ ４１～２６ ４８．１

１３ ６７ （円 形） ５０～（４１） ２３～２３ １４．８

１４ １２ 円 形 ４０～３９ ２１～１４ ５３．３

１５ １１ 円 形 ２９～２８ （１１）～（１０） ２５．５

１６ １１６ 楕円形 ４９～４２ １３～９ ４５．２

１７ １１７ 不整形 ７８～５９ ３６～９ ３２．６

１８ １０９ （楕円形） （５９）～６８ （４８）～４９ ２５．３

１９ １１８ 円 形 ３５～３５ １８～１５ １９．１

２０ １５ 円 形 ３８～３２ １３～８ ６２．０

２１ ３５ 楕円形 ４６～３６ ３２～２９ ７９．３

２２ ９ 楕円形 ４９～２４ １６～１０ ２４．７

２３ ８ 円 形 ３４～３２ ２４～（１８） １６．３

２４ １１９ 楕円形 ４４～３２ ３１～１２ １５．６

２５ １２０ 楕円形 ４９～３８ ３４～２７ ２２．２

２６ １２１ 不整形 ８５～５４ ３０～１５ ４４．２

２７ １２２ 不整形 （４９）～４８ ３０～２７ １８．９

２８ １２３ 不整形 （３９）～４６ （２１）～１７ １５．７

№ 旧№ 平面形態 確認面径 底径 深さ

２９ ５９ 円 形 ４０～３７ ３２～（１５） ７８．９

３０ １９ （楕円形） （５０）～６０ （３９）～４９ １８．７

３１ ５８ 楕円形 ８５～６４ ５９～５３ ４６．３

３２ ２３ 円 形 ８７～８０ ７～７ ８８．９

３３ １１１ 円 形 ７３～４３ ６７～４３ ２６．２

３４ １１２ 楕円形 ８６～６５ ５５～４５ ２２．８

３５ １２７ 円 形 ５０～４５ ２７～１８ ２７．３

３６ ４ 円 形 ２５～２１ ９～８ ４９．３

３７ １２５ （円 形） （４０）～（３６） （２２）～（２０） ２０．６

３８ ３ 楕円形 ５１～４３ ２９～２６ １６．８

３９ ２ 楕円形 ８６～６６ ５５～４３ ２９．７

４０ １ 楕円形 ５５～２１ １４～９ ３９．１

４１ ２８ （円 形） （３８）～４１ １７～（１４） ２４．８

４２ １１３ 不整形 ６０～３６ １３～１０ ２８．７

４３ １２６ 方 形 ３９×３６ １７×１２ ２２．０

４４ １１０ 楕円形 ６４～５８ ３６～３１ ３９．２

４５ １１５ 方 形 ６３×４８ ２９×２３ ２６．６

４６ ３３ 円 形 ３７～３３ １０～７ ６５．６

４７ ３４ 楕円形 ４８～４０ ２９～１９ ２２．６

４８ ３６ （円 形） （２１）～４２ （８）～２１ １５．４

４９ ４２ 円 形 ３１～２６ １７～１５ ４２．４

５０ ４３ 円 形 ３９～３５ ２４～（１７） ３６．６

５１ ４４ 円 形 ５５～４４ １４～１２ ５８．７

５２ ４６ （円 形） ６０～（５８） ４５～３８ ２９．０

５３ ５４ 不 明 ７３～（２５） ４７～（１１） １２．６

５４ １０２ 円 形 ４８～４５ ８～３ ４４．５

５５ １０９ 円 形 ６５～６０ ２４～１３ ２９．５

第２７表 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑一覧表 （単位�）

第２８表 浄禅寺跡遺跡第２７地点ピット一覧表 （単位�）
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第６７図 浄禅寺跡遺跡２号住居跡（１／６０）、炉・屋外埋甕（１／３０）
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第６８図 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴・土坑�（１／６０）
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第６９図 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑�（１／６０）
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浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑土層説明
土坑１・８・２７
１．暗褐色土 締り強．粘性有．シミ状にロームを含み、１�以

下黄白色土微量含む
２．暗褐色土 締り強．粘性有．暗褐色土とローム土の割合が１

層と逆で全体に色調明るい
３．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下シミ状ロームと５�以下

ローム粒少量含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．２層に似てローム多く含む、暗褐

色土は１�大のブロック化したものが中位に目立つ
５．暗褐色土 締り強．粘性有．３層に似る、シミ状のロームブロッ

クと５�以下のローム粒少量含む
６．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗め、シミ状に黒褐色土と

３�以下のローム粒比較的多く、２�以下の炭化物
微量含む

７．暗褐色土 締り強．粘性有．色調は２～４層に似て明るめ、
シミ状にローム多く含む緻密な堆積

８．暗黄褐色土 締り有．粘性有．ローム主体で壁際の崩落土、
地山ロームに比し色調暗め

土坑２～６・９
１．黒褐色土 締り強．粘性やや弱～有．ロームブロック・１�

以下少量含む、ロームの混入はムラが有る
２．暗褐色土 締り有．粘性有．ローム粒・１�以下焼土・シミ

状のロームブロック少量、粉状白色粒微量含む、や
や細かな空隙目立つ

３．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗めでローム粒少なく、２
�以下ロームブロックシミ状に少量、２�以下焼土
少量、炭化物微量含む

４．暗褐色土 締り強．粘性有．全体の色調は明るめで淡い黒色
味伴う、２�以下ロームブロックをシミ状に、２�
以下焼土少量、炭化物微量含む

５．暗黄褐色土 締り強．粘性有．３�以下のロームブロックをシ
ミ状に多量、２�以下の焼土少量含む

６．暗黄褐色土 締り強．粘性有．５層に似るが、焼土含まない
７．暗褐色土 締り有．粘性やや弱．ソフト質ロームブロック・

ソフト質ローム粒やや多く含む
８．暗褐色土 締り有．粘性やや弱．ソフト質ローム多く含みパ

サパサする
土坑７・１２・１９
１．黒色土 締り強．粘性有．１�以下ローム・焼土粒少し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．１層より明るく、焼土・ローム粒

ほとんど含まない、土坑７は２�以下シミ状ローム
多く含む

土坑１０
１．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下ロームブロックシミ状に

少量、１�以下焼土粒少量含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．ロームブロック無く、２�以下

ローム粒・焼土少量含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．２層に類似、ソフトロームブロッ

クシミ状に少量含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．黒褐色土ベースに２�以下ロー

ムブロック多く含む
５．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下ローム粒・ブロック少量

含む
６．暗褐色土 締り強．粘性有．黒褐色土シミ状に、ローム多く

５�以下の焼土やや多く含む
７．暗褐色土 締り強．粘性有．シミ状ロームブロック多量、ロ

ーム粒少し含む
土坑１１
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下のローム粒・焼土粒極少

し含む
２．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下のローム粒・５�以下の

シミ状ローム少し含む
３．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下のローム粒少し含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下のローム粒・炭化物・焼

土少し含む
５．暗褐色土 締り強．粘性有．ほぼロームベースに２�以下の

ロームブロック少し含む
６．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下のロームブロック少し含

む他はほぼ黒褐色土
７．暗褐色土 締り強．粘性有．１層よりローム粒・焼土粒少ない
８．暗褐色土 締り強．粘性有．６層よりシミ状ローム多く含むロ

ームと黒褐色土の混合
土坑１３
１．赤褐色土 締り強．粘性有．良く焼けた焼土層、シミ状に暗

褐色土少し含む
２．暗赤褐色土 締り強．粘性有．焼土面下で良く締り、上層は

カリカリ、シミ状焼土多く含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下焼土粒多く含み、炭化物

ほとんど含まない
４．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下焼土粒・ローム粒を上層

に少し、２�大ロームブロック極少量含む
５．黒褐色土 締り強．粘性有．１�大焼土粒・炭化物粒少量含む
６．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下ロームブロック少量含む
７．暗褐色土 締り強．粘性有．ほぼローム崩落土ベースに黒褐

色土少し含む
８．暗赤褐色土 締り強．粘性有．ロームが赤褐色に焼けた感じ、

焼土塊・粒多量に含む底部近くで三角堆積状部分が
焼けたように見え、堆積土の可能性有り

土坑１５・１７・１８
１．黒色土 締り強．粘性有．２�以下焼土多く、同ローム粒極少

し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下焼土多く含む
土坑２０
１．黒色土 締り弱．粘性有．表土、耕作土
２．黒色土 締り弱．粘性有．１�以下白色粒極少し、５�以下シ

ミ状ローム少し含む（包含層）
３．黒色土 締り強．粘性有．１�大ローム粒・焼土・炭化物やや

多く、遺物多く含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下ローム粒多く含む、包含

層崩落土
５暗褐色土 締り強．粘性有．２�以下ローム粒多く含む、４層

よりも暗く、ロ－ム粒多い
６．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下ローム粒と３�以下シミ

状ローム少し含む、
土坑２３
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下ローム粒やや多く、同焼

土極少し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．２�以下シミ状暗褐色土を斑状に

多く、１�以下ローム粒極少し含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．２層より暗く、暗褐色土は２層よ

り多く、１�以下ローム粒極少し含む
４．黒褐色土 締り強．粘性有．２層と同程度の色調、斑状に含む

暗褐色土多く、１�以下ローム粒少し含む
土坑２８
１．黒褐色土 締り強．粘性有．５�以下ローム粒と２�以下の炭

化物・焼土多く含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下ロームブロック多く、１

�以下の炭化物・焼土極少し含む
３．黒褐色土 締り強．粘性有．１�以下ロームブロック少し、１

�以下の炭化物・焼土極少し含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．ロームと黒褐色土を同程度斑状

に含む
土坑２１・２２・２４～２６ピット１１４
１．暗褐色土 締り有．粘性有．１�以下焼土・ローム粒少し、１�

以下炭化物微量含む
２．暗褐色土 締り有．粘性有．２�大ローム微量、１�以下ローム

やや多く１層に比し色調明るく、シミ状ロームブ
ロック含む

３．暗褐色土 締り有．粘性有．ローム多く含み色調は明るい、シ
ミ状に色調暗めの暗褐色土含む

４．黒褐色土 締り有．粘性有．１～１．５�大ロームブロックと１�
以下ローム粒少量含む
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第７０図 浄禅寺跡遺跡第２７地点ピット（１／６０）
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浄禅寺跡遺跡第２７地点ピット土層説明
ピット１～７・１３
１．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗、粉状ローム・焼土粒・シミ状ロームブロック

含む
２．黒褐色土 締りやや弱．粘性やや弱．黒味強く、粉状ローム粒微量含む
３．暗褐色土 締り強．粘性有．シミ状のロームブロックと、微量の焼土を含む
４．暗黄褐色土 締り強．粘性有．ローム分多く、はっきりしたロームブロック少量含

む
ピット８
１．暗褐色土 締り強．粘性有．ローム質で色調明るい、１㎝大シミ状ロームブロック、

１㎜大ローム粒少量含む
ピット９・１０・１２
１．黒褐色土 締り強．粘性有．ほとんど何も含まない黒褐色土（縄文）
２．黒褐色土 締り強．粘性有．１層よりやや明るく、ロームに近いが、何も含まない
３．黒褐色土 締り強．粘性有．２㎜以下ローム粒多く、同炭化物極少し含む、縄文時代

遺構覆土層
ピット１１
１．暗褐色土 締り強．粘性有．５～１０㎜ロームブロック少量、２㎜以下ローム粒やや多

く、５㎜以下炭化物・焼土微量含む
ピット１４・１５・２０～２３・２９・３０・３２・３５・３６・３８～４１・４６～５３
１．黒褐色土 締り強．粘性やや弱～有．ロームブロック・１㎝以下粒少量含む、ロー

ムの混入にはムラが有る
２．暗褐色土 締り有．粘性有．ローム粒・１㎜以下焼土・シミ状ロームブロック少量、

粉状白色粒微量含む、やや細かな空隙が目立つ
３．暗褐色土 締り強．粘性有．色調暗めでローム粒少い、２㎝以下ロームブロックシ

ミ状に少量、２㎜以下焼土少量、炭化物微量含む
４．暗褐色土 締り強．粘性有．色調明るめで淡い黒色味を伴う、２㎝以下ロームブロッ

クシミ状に、２㎜以下焼土少量、炭化物微量含む
５．暗黄褐色土 締り有．粘性有．３㎝以下ロームブロックシミ状に多量、２㎜以下焼土

少量含む
６．暗黄褐色土 締り強．粘性有．５層に似るが、焼土を含まない
７．暗褐色土 締り有．粘性有．１．５㎝以下ロームブロック少量、シミ状黒褐色土と３㎜

以下ローム粒やや多く含む
８．黒褐色土 締り有．粘性やや弱．２㎜以下ローム粒少量含む
９．黒褐色土 締り有．粘性有．ソフトロームブロック多量に含む
１０．黒褐色土 締り弱．粘性弱．ローム粒少量含む
１１．暗褐色土 締り有．粘性有．上部に黒褐色土、全体に１．５㎝以下ロームブロックと

５㎜大ローム粒やや多く含む
ピット１６～１９・２４～２８・３７・４２（土坑２３の土層に同じ）
ピット３１
１．黒褐色土 締り強．粘性有．２㎜以下焼土やや多く、１㎜以下ローム少量含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．３㎜以下ローム少量含む、１層に比し明るい
３．暗褐色土 締り強．粘性有．ローム主体でシミ状に黒褐色土を、５㎜以下焼土多く

含む
ピット３３・３４・４５
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１㎜大ローム粒・炭化物・焼土粒少し含む
２．暗褐色土 締り弱．粘性有．ロームベースにシミ状に黒褐色土極少し含む
ピット３５
１．黄褐灰色土 締りやや弱．粘性やや弱．ロームブロックを含む表土・耕作土
２．１層の一部 色調暗めで、ローム粒を少量含む
ピット５４
１．黒色土 締り弱．粘性有．２㎜以下ローム粒多く含む（近世ピット）
ピット４４
１．黒褐色土 締り強．粘性有．１㎜以下のローム粒・焼土粒を少し含む
２．黒褐色土 締り強．粘性有．ほとんど何も含まない（ピット１０４～１０６の１層に同じ）
溝
Ⅲ．黄褐灰色土 締り強．粘性有．シミ状の暗褐色土を含むローム層、縄文遺物も混入

して点在する、古い根撹乱を伴う地山
Ⅳ．黄褐色土 締り強．粘性有．地山のローム層（掘過）

第７１図 浄禅寺跡遺跡第２７地点溝（１／１２０）
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第７２図 浄禅寺跡遺跡第２７地点出土土器（１／４）
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№ 種別 石質 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚さ（㎝） 重 量（g） 出土遺構 残存・備考
１ 石鏃 黒曜石 １．５ １．０ ０．２ ０．４ 土坑２０ 完形
２ 石鏃 チャート １．３ １．０ ０．３ ０．３６ 表土 一部欠損
３ 石鏃 チャート １．４ １．２ ０．２ ０．４８ 表土 一部欠損
４ 石鏃 黒曜石 ２．５ １．７ ０．５ ２．２１ トレンチ３ 完形
５ 石鏃 チャート ２．６ １．７ ３．０ １．２７ 表土 完形
６ 打製石斧 珪質細粒砂岩 ７．７ ４．５ ２．０ １０６．４６ トレンチ２ 完形
７ 打製石斧 珪質黒色砂質頁岩 ７．１ ３．９ １．６ ７１．４９ トレンチ２ 完形
８ 打製石斧 珪質細粒砂岩 ５．６ ４．９ １．９ ６６．３ 表土 一部欠損
９ 打製石斧 珪質黒灰色細粒砂岩 ８．４ ７．８ １．３ ８３．７３ 表土 一部欠損
１０ 打製石斧 中粒砂岩 ７．９ ４．９ １．３ ６６．２５ トレンチ３ 一部欠損
１１ 打製石斧 黒灰色細粒砂岩 ７．９ ６．０ ２．０ ６６．３ トレンチ３ 一部欠損
１２ 打製石斧 粗粒玄武岩？ ８．４ ７．８ １．３ ７０．０ 表土 完形
１３ 敲石 珪質灰色細粒砂岩 １４．０ ５．５ ２．５ １９３．０ 表土 一部欠損
１４ 磨石 徴晶質安山岩 ５．６ ５．６ ２．９ １１７．３２ トレンチ６ 一部欠損
１５ 脚付石皿 黒色安山岩 １８．１ ６．７ ５．７ ８３９．４ 土坑２１ １／６残存
１６ 石皿 花崗閃緑岩 １８．８ １５．８ ８．７ ２，７７４．０ 表土 １／４残存

第７３図 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・遺構外出土石器（１／６・１／４・２／３）

第２９表 浄禅寺跡遺跡第２７地点出土石器一覧表
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浄禅寺跡遺跡第２７地点

浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区近景 浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区近景

浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ１ 浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ２

浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ３ 浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ４

浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点トレンチ６

写真図版 12134



炉穴2

炉穴5 炉穴7

炉穴11 炉穴12 炉穴一括�

炉穴3

土坑5

土坑7

土坑4

土坑2土坑1

土坑10

土坑20

土坑21

土坑20

土坑24

ピット44ピット5・33

土坑28

浄禅寺跡遺跡第２７地点

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴・土坑出土遺物№１～５０ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑出土遺物№５１～７５

浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土遺物№１～４７

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・ピット出土遺物№７６～９９

写真図版 13 135



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査①

浄禅寺跡遺跡２号住居跡

浄禅寺跡遺跡２号住居跡遺物出土状況 浄禅寺跡遺跡２号住居跡炉遺物出土状況

浄禅寺跡遺跡２号住居跡内ピット 浄禅寺跡遺跡２号住居跡内ピット

写真図版 25 147



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査②

浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区全景 浄禅寺跡遺跡第２７地点調査区全景

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴２～６、土坑９・２７ 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴３・４

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴７～９

浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴１３ 浄禅寺跡遺跡第２７地点炉穴１４・１５

写真図版 26148



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査③

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２・２５、ピット３７～３９ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑４ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑５、ピット２９・３０

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑６ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑７

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑８

写真図版 27 149



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査④

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑９ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１０～１４

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１０～１５ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１６

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１７ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９

写真図版 28150



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑤

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２０ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２１、ピット１７～１９

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２３、ピット２６～２８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２４、ピット２４・２５

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２２・２６、ピット４２ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２８、炉穴７～１１

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２８ 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑２８

写真図版 29 151



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑥

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１、ピット１３ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２ 浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２

写真図版 30152



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑦

浄禅寺跡遺跡２号住居跡炉体土器 浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑１９出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕１出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点出土土器

浄禅寺跡遺跡第２７地点屋外埋甕２出土土器

写真図版 31 153



浄禅寺跡遺跡第２７地点本調査⑧

浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土遺物№４８～８９ 浄禅寺跡遺跡第２７地点遺構外出土遺物№９０～１１９

浄禅寺跡遺構第２７地点遺構外出土遺物№１２０～１２８

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・遺構外出土石器№１～５

浄禅寺跡遺跡第２７地点土坑・遺構外出土石器№６～１６
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